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令和２年度 自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会

第１回（専門部会）相談支援部会

議題及び議題毎の
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別

内容

１ 部会長及び副部会長の選任について

２ 新型コロナウイルスに伴う対応について

３ 障がい者基幹相談支援センターについて
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橋本 諭 真屋 広希

事 務 局

小林 智彦（障がい者支援課長）

山﨑 優（障がい者支援課相談支援係長）

宇佐見千紘（障がい者支援課相談支援係主任主事）

森本 晃司（障がい者支援課計画係主査）

傍 聴 者 無し

議 事

相談支援係長

令和２年度自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会第１回

（専門部会）相談支援部会の会議結果（概要）は、次のとおり

である。

１ 開会

令和２年７月２７日午前１０時３０分、開会した。

会議録作成のため録音機を使用することの了解を得た。

中野 徹也委員、長妻 恵里佳委員、橋本 諭委員、真屋 広

希委員、村山 佐知子委員が欠席すること、傍聴希望がなかっ
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並木部会長

橋本委員

並木部会長

堀口委員
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たことを報告。

＜挨拶＞

委員の任期満了に伴い、委嘱後に初めて開催する協議会とな

るので、自己紹介をお願いしたい。

＜自己紹介＞

２ 内容

内容１ 部会長及び副部会長の選任について

委員の互選により部会長に並木 徹委員、副部会長に中野 徹

也委員が決まる。以降、並木部会長が会議を進行した。

＜挨拶＞

内容２ 新型コロナウイルスに伴う対応について

新型コロナウイルスに伴う対応について、情報共有したいこ

とはあるか。

新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴い利用者を訪問でき

ず、障害福祉サービス等利用計画書に本人のサインがもらえな

い場合があるため、サインを省略し提出したい。

新型コロナウイルス感染拡大防止に限らず、障害福祉サービ

ス等利用計画書に本人のサインをもらう必要はあるのか。今後、

サービス等利用計画書に本人のサインをもらうことは不要とし

てほしい。

サービス等利用計画書に本人又は保護者にサインをもらわな

いことが適当であるかを確認し、検討していくこととしたい。

パーソナルサポートセンターでは、新型コロナウイルスの影

響により住宅確保給付金に関する相談が増えた。

外国人の相談も増え、言葉の壁により対応に苦慮することが

あった。全く日本語が話せない方も多く、ポケトークを導入し

た。

新型コロナウイルスに関して、障がい者支援課として何か対

策したことはあるか。
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在宅で生活する障がい者の安否確認事業を野田市として実施

予定である。

柏市では、新型コロナウイルスの感染拡大が始まる２～３月

にＺｏｏｍを使用して、このような会議を行った。会議を中止

するのではなく、Ｚｏｏｍを使用して委員の声を聞き取りまと

めた。予定された日程で行うのではなく、全員が集まれなくて

も委員の声を聞いて要望としてまとめる必要がある。会議を中

止するのではなく、できる方法を考えるべきだ。出た課題の回

答を次の会議まで待つのでは対応が遅くなる。

また、情報共有して出た課題を相談支援部会として話し合い、

要望として市にあげる必要があるのではないか。どのような課

題があるのかを話し合う場にしていく必要がある。

内容３ 障がい者基幹相談支援センターについて

基幹相談支援センターについて、報告する。

令和２年４月１日から基幹相談支援センターを受託してお

り、３人の相談員で対応している。４月から７月２７日までの

相談件数は、約３４０件。対応ケースは２８件、継続して対応

しているケースが１７件ある。

どのような場合が緊急ケースなのか判断に迷いながら対応し

ている。今後、市と協議を重ねていきたい。

３ 閉会

今後の開催予定について説明を行う。その他は特に意見がな

かったため、午前１２時１５分、閉会を宣言した。






